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▶開業後、ＢＲＴ区間のバス利⽤者数が増加。 
 
 

▶開業時は、運賃収受システムのエラー、連節バスへの需要の集中により、定時性が低か
ったものの、平成 27 年 12 ⽉ 16 ⽇のダイヤ改正以降、定時性が向上。 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H
27

.
9

H
27

.
10

H
27

.
11

H
2
7
.1

2（
1～

1
5
日
）

H
2
7
.1

2（
1
6～

3
1日

）

H
28

.
1

H
28

.
2

H
28

.
3

H
28

.
4

H
28

.
5

H
28

.
6

定時性率 目標達成率

 

442,588 465,389
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▶新バスシステム事業の評価に当たっては、BRT のサービスに係る評価、バス路線再編のサー
ビスに係る評価、事業全体の適正な運営に係る評価という、3 つのステージで評価します。 

 
 
▶今回の評価は運⾏事業協定期間中の時点評価となります（ここでは代表的な指標を記

載しています）。 
▶今後も、新バスシステム事業評価委員会からのご意⾒をいただきながら、バスサービスの改

善と更なる機能強化に向けて取り組んでいきます。 

12 月 16 日のダイヤ改正により定時性が向上

9月 5日開業

※データ出典）「時間通り走るバス」 
への取り組み（新潟交通 HP より） 

約 5.2％増加 

※データ出典）バス停別利用者数（新潟交通 HP より） 

※利用者動態が大きく変化した新潟駅前、万代シテイ、市役所前、青山を除く

 
 
▶運⾏事業協定に基づく 9,577,385km/年以上の実⾞⾛⾏キロ数が、開業後も確保

される⾒込み。【開業後：9,683,849km/年（⾒込値）】 
 
 
▶開業前のバス利⽤者数が、開業後においても確保される⾒込み。 

【開業前 19,784,533 ⼈/年⇒開業後 20,197,000 ⼈/年（⾒込値）】 
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[千人/年]

【新バスシステムの評価】 

事業性指標 

＜総走行距離の確保＞ 

＜新潟市のバス利用者数＞ 

事業性指標 

約2.1%増加 

BRT 指標 

BRT 指標 

＜BRT 区間の利用者数＞

新潟市新バスシステム事業の評価について（平成 28年 9 月時点概要版） ～ 持続可能な公共交通体系の構築に向けて ～ 

＜BRT の定時性＞
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図 萬代橋ラインの定時性率および目標達成率 

図 ＢＲＴ区間におけるバス利用者数 

図 開業前後でのバス利用者数の変化 

バス路線再編指標 

データ出典）路線別利用者数（新潟交通 HP より） 
※8号線（大野・白根等）は新潟交通観光バス㈱運行分のデータがないため含まれていない。 
※開業後は、まち割 60 や定期券等、のりかえ利用者による 2重計上の補正を行っている。 

[人/月] 

※平成 28 年 9 ⽉ 8 ⽇時点作成の資料です。 
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